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日

９ヽ
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Ｏ
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⑦
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０
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⑫
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９
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＞
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９
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０
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２
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⑫
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０
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迎
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Ｆ
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⑫
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⑫
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し
て
、
類
似
す
る
問
題
を
か
か
え
て
い
た
、

と
い
う
事
実
を
教
え
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
労
働

者
問
題

一
「
ジ
ャ
パ
ゆ
き
さ
ん

。
君
」
問

題
を
め
ぐ
る
識
者
の
議
論
は
、
あ
た
か
も

そ
れ
が
初
体
験
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
の

を
い
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

最
近
の
外
国
人
労
働
者
問
題
は
、
明
治

以
来
、
こ
の
国
が
た
し
か
に
体
験
し
て
き

た
は
ず
の
、
旧
植
民
地
国
出
身
の
在
日
「外

国
人
」
労
働
者
問
題
が
の
こ
し
て
き
た
、

そ
し
て
い
ま
も
当
面
し
て
い
る

「教
訓
」

や

「
課
題
」
を
、
す
こ
し
も
関
知
し
て
い

な
い
。在

日
朝
鮮
人

の
歴
史
は
、
日
本
政

府

・
企
業
が
そ
の
時
々
の
都
合
で
、
彼

ら
の
労
働
力
を
使
い
捨
て
て
き
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
定
住
す

る
そ
の
子
供
や
孫
た
ち
を
、
今
な
お
執

拗
に
差
別
に
さ
ら
し
て
い
る
。
新
た
な

外
国
人
労
働
者
に
門
戸
を
開
放
す
る
時

に
、
何
よ
り
も
、
こ
の
事
実
を
肝
に
命

じ
て
お
き
た
い
。

か
つ
て
日
本
が
そ
の
労
働
力
を
利
用

し
た
在
日
朝
鮮
人

（
そ
の
子
孫
）
と
共

に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
こ
と
、

そ
の
た
め
の
努
力
が
新
た
な
ア
ジ
ア
か

ら
の
労
働
者
導
入
の
前
提
に
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

異
質
な
文
化
背
景
を
も
つ
人
々
と
の

´

．
一一一コ一一

一
一二
、
一

ヽ

一
．

一
■

″
一
一́
一
一二
一一
７́
一一・・・一・一一一
」

一
、
一一二
一
　

一一一

一〓

共
存
は
、
日
本
に
定
住
す
る
朝
鮮
人

・

韓
国
人
と
の
間
で
、
最
も
深
刻
に
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

が
、
日
本
社
会
を
開
か
れ
た
も
の
に
す

る
、
「国
際
化
」
す
る
た
め
の
前
提
で

あ
る
か
ら
で
あ
る

（内
海
愛
子

「
ア
ジ

ア
人
労
働
力
移
入
の
歴
史
的
経
緯
」
、

現
代
の
エ
ス
プ
リ
二
四
九

『ジ
ャ
パ
ゆ

き
さ
ん
の
現
在
』
至
文
堂
、
昭
和
六
十

三
年
四
月
、　
一
七
六
ペ
ー
ジ
）。

こ
う
し
た

「
歴
史
的
経
緯
」
に
む
と
ん

ち
ゃ
く
な
識
者
が
、
外
国
人
労
働
者
導
入

問
題
に
対
し
て

「
り
っ
ぱ
な
」
発
言
を
す

る
の
だ
か
ら
、
恐
れ
い
る
。

た
と
え
ば
、
外
国
に
お
い
て
は

「
民
族

的
排
外
主
義
者
」
で
あ
る
と
の
烙
印
を
押

さ
れ
て
い
る
西
尾
幹
二

（東
京
電
気
通
信

大
学
教
授

・
ド
イ

ツ
文
学
と
哲
学
を
専

攻
）
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
に
関
す
る
く
わ
し
い
知
識
を
も

っ
て
、

実
は
な
に
も
し
ら
な
い
自
国
＝
日
本
に
お

け
る
そ
の
問
題
を
、
堂
々
と
論
じ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
植
民
地
主
義
の
歴
史
的

責
任
も
な
い
の
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南

ア
ジ
ア
の
失
業
者
を
大
量
に
受
け
入
れ

な
け
れ
ば
道
義
が
成
り
立
た
な
い
な
ど

と
い
う
の
は
お
か
し
い
（西
尾
幹
二
『戦

略
的

「鎖
国
」
論
』
講
談
社
、　
一
九
八

八
年
、　
三

一八
ペ
ー
ジ
）。

・
一一

´

・
　

　

　

　

　

　

・
　

・　

　

・

一・一一・́
　

´
一
ヽ
一
″̈
・
、
一
´
一
´
一
一
い

す・　
´́　
、
一
」一″
ヽ
一́
一」

こ
の
発
言
は
、
旧
日
帝
が
ア
ジ
ア
諸
国

に
く
わ
え
た
国
家
的
犯
罪
行
為
を
、
根
拠

も
な
く
免
罪
す
る
暴
論
で
あ
る
。
西
尾
は
、

徹
底
し
て
西
ド
イ
ツ
の
外
国
人
〔労
働
者
〕

問
題
を
論
じ
る
が
、
日
本
の
そ
れ
に
つ
い

て
は
無
知
に
ひ
と
し
い

「知
識
水
準
」
に

あ
る
。
こ
の
て
い
ど
の
知
識
人
が
、
だ
い
じ
な

時
論
に
ま
つ
わ
る
論
客
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
風
景
は
み
ぐ
る
し
い
。

歴
史
に
対
す
る
無
知
は
、
現
在
に
対
す

る
、
そ
し
て
未
来
に
対
す
る
無
知
も
意
味

す
る
。
こ
の
国
の
祖
先
た
ち
、
そ
し
て
自
分
た

ち
が
、
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
諸
国
と
、
ど
の

よ
う
に
接
し
、
つ
き
あ

っ
て
き
た
か
を
回

顧
で
き
な
い
で
、
い
ま
の
問
題
を
論
じ
ら

れ
る
わ
け
が
な
い
。

「
歴
史
」
に
対
す
る
健
忘
症
が
こ
の
国

全
般
の
宿
病
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
治
療

す
べ
き
任
務
に
あ
た
る
の
が
ま
さ
に
知
識

人
で
あ
ろ
う
。
こ
の
逆
を
い
く
よ
う
な
知

識
人
に
発
言
を
す
る
資
格
は
な
い
。
そ
れ

で
は
単
な
る

「知
的
」
煽
動
者
に
な
っ
て

し
ま
う
。
と
も
か
く
西
尾
幹
二
の
自
国
「
日

本
」
に
関
す
る
知
識
の
貧
困
に
は
驚
か
さ

れ
る
。
（
最
新
の
論
調
に
つ
い
て
は
、
『中
央

公
論
』

一
九
八
九
年
五
月
号
を
参
照
さ
れ

た
い
）。

一．　

一　

．
．
．
一　

　ヽ

ヽ
´
　

・　

　

一
．
　

　

　

　

．
一

一́
ヽ
．́．
４
．　

」
＾
一ヽ
＾
一

´́
、
´́
一
＾́
一

ヽ
．い
■
一
´
一
一

一一
一一

・

一一一・一
　

一

本   所●群馬県前橋市元総社町395-6080272も 384500
小山営業所 0栃木県小山市駅前通り238-7● 02852545600

豊かな新世紀を拓く
印刷関連機械、資材 。情報システム機器
デザイン用品&ラ ミネート加工 。

〇 電算植字出カサービス

(>教楽
"漏

1機棋株式会社
日本    社 〒37921前 橋市天川大島町 2丁 目66● 0272(24)1546側
■宇都宮営業所 〒320宇 都宮市花園町171壼 0286(33)8324 1tl

りはお任せ下さい



麟;翌舅こ■0"・|・◇
LE 000.Z産⑦平甲
f]100r I詢0平製
h1000.Iユ⑦酢平

漑
東W■捌

乙ι89,乙―乙ι乙08 Lε目上C183と‖里卑聾興僻率〉

。■0型再・べ拳一τ

`・

べ壬―γ
°
ν轟彗難⑦ヽヽ準署

G -1 f cntcrtxtt
9Y暴

）

ｏ
２
７
●
マ
γ

ｃ
≫
ｃ
孝
コ
）

ｏ
マ

ツ
準
「
陥
到
ａ
Ｆ
尋
配
酬
陥
翼
ツ
和
年

「
Ｍ
回
Ｖ
日

「ヽ
酪
割
昇
卿
榮
Ｙ
回
筍

ｏ
哺
孝
哺
＞
η
η
趨

０
「
■
ン
季
哺

ｏ
ｆ
）
み
酪
配

「繁
鰹
」

⑫
単
丁
鱗
当
留
盤

ｏ
％
７
，
離
回
マ
陥
翼

ツ
準
喜
「
ξ
甲
Ｙ
宰
日
利
陥
翼
Ｙ
回
Ｖ

ι
）
を
ヮ
ン
⑫
シ
ヤ
ヾ

渤
亭
⑫
γ
孝
「
「
ソ
コ

ｏ
γ
畔
，
γ
）
０

≫
多
ア
コ
Ｑ
回
っ
引
勁
割
酢

一
γ
率
⑫
ツ

ｏ
ｗ
枷
ユ
単
Ｙ
ア

「Ｉ
Ｙ
回
襲
」
「Ｉ
Ｙ

回
場
」
ヽ，
宰
「
γ
渠
⑫
彰
）
９
癖
Ｙ
￥

～
Ｉ
％
γ
票
秦
゛
η
９
丁
響
Ｔ
⑫
士
〓
γ

η
聾
彎
ユ
爾
寺
団
秦
）
「
聯
秦
⑫
９
７
⊇

９ヽ
ｒ
γ

０
７
）
割
靡
〓
財

勇ヽ
η
騨
腫

ｏ
゛
孝
＞
η
引
，
■
●
準
ｃ
）

「Ｙ
回

悩
」
み
Ｙ
回
悩
コ
Ｔ
自

「蚤
７
」
ｏ
γ
ｏ
９

９
ユ
ｎ
引
Ｉ
Ｔ
⑫
ツ

）ヽ
聾
コ
ー
Ｆ
ツ
畔

≫
，
■
準
撃
尋
Ｊ
出
ユ
□
彰
―
イ
４
４
“

「
Ｉ
Ｔ
Ｑ
回
ア
営
単
率
日

２ヽ
⑫
γ
ν
ゞ

喜
騨
ア
ツ
＞
，
ｃ
●
利
引
）
孝
⑫
ｌ
イ
４

４
γ

９ヽ
７
）
曜
尋
麗
智
単
担
諺
単
０
第

コ
η
尋
撃
士
，
労
醜
⑫
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Ｆ
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